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四
　
　
『
栄
花
物
語
』

続
編
の
「
夫
臣
」

　
『
栄
花
物
語
』
続
編
の
対
象
と
さ
れ
る
期
間
は
、
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
頃

か
ら
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
ま
で
の
約
六
十
年
間
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
前
半

の
三
十
年
間
は
、
大
臣
の
交
替
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
希
有
な
「
安
定
期
」
に

相
当
す
る
（
「
大
臣
補
任
年
表
（
万
寿
二
年
－
嘉
応
三
年
）
」
1
・
2
な
ど
参
照
）
。

し
か
も
、
寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）
ま
で
を
収
め
る
巻
三
十
一
⊥
二
十
五
の
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
っ
い
て
は
、
記
録
す
べ
き
人
事
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
「
関
白
殿
」
「
殿
」
「
内
大
臣
殿
」
「
内
大
殿
」
な
ど
の
呼

称
が
頻
出
し
、
関
自
頼
通
と
内
大
臣
教
通
の
兄
弟
が
正
編
以
来
の
地
位
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
は
十
全
に
確
認
で
き
る
。
実
資
の
右
大
臣
在
任
も
「
小
野
宮
の
右
大

殿
」
（
巻
三
四
「
暮
ま
っ
ほ
し
」
下
一
四
一
七
頁
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
な
お
、
後

一
条
帝
か
ら
後
朱
雀
帝
へ
の
代
替
り
に
際
し
て
、
「
関
自
殿
も
同
じ
殿
（
頼
通
）
に

お
は
し
ま
し
」
（
巻
三
三
「
き
る
は
わ
び
し
と
な
げ
く
女
房
」
下
二
二
八
八
頁
）
と

付
記
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
間
の
大
臣
以
上
の
官
職
任
免
記
事
と
し
て
は
唯
一
の
例

と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
し
て
も
、
帝
位
が
交
替
し
て
も
世
の
中
が
安
静
を
保

っ
た
こ
と
を
示
す
一
連
の
記
事
に
属
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
『
栄
花
物
語
』
の
続
編
十
巻
の
う
ち
前
半
の
五
巻
は
、
大
臣
位
不
動

の
時
代
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
し
て
、
大
臣
任
免
と
は
無
縁
の
世
界
を
形
成
し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
続
編
最
初
の
大
臣
任
官
は
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
で
、
董
二
十
六
「
根

あ
は
せ
」
の
対
象
範
囲
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
無
視
さ
れ
ず
、
右
大
臣
実
資
の
死

没
記
事
の
直
後
に
、
内
大
臣
教
通
の
右
大
臣
昇
進
と
頼
宗
の
内
大
臣
新
任
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
御
穰
一
大
嘗
会
な
ど
例
の
事
な
り
。
内
大
殿
（
教
通
）
は
、
今
は
右
大
殿
と

　
　
聞
え
さ
す
。
大
将
殿
（
頼
宗
）
内
大
臣
に
な
り
給
ぬ
。
右
の
大
殿
の
姫
君
女

　
　
御
代
に
た
・
せ
給
ふ
。
（
董
二
六
「
根
あ
は
せ
」
下
一
四
四
二
頁
）

　
こ
の
一
節
は
「
そ
の
年
の
春
、
小
野
・
宮
の
右
大
殿
（
実
資
）
う
せ
給
に
け
り
」

（
同
）
に
続
き
、
「
（
永
承
二
年
の
）
正
月
な
ど
い
と
め
で
た
し
」
（
同
）
の
直
前
に

位
置
す
る
の
で
、
実
資
死
去
の
「
そ
の
年
」
、
つ
ま
り
永
承
元
年
の
出
来
事
と
し
か

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
。
社
会
科
学
）

第
三
十
一
巻
　
二
五
頁
⊥
二
六
頁

平
成
九
年
十
二
月
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読
み
取
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
補
任
は
翌
永
承
二
年
八
月
の

こ
と
で
あ
る
。
大
臣
任
免
が
編
年
史
の
中
に
正
確
に
把
捉
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

　
（
3
0
）

難
い
。
し
か
も
、
こ
の
「
御
潔
一
大
嘗
会
」
は
後
冷
泉
帝
の
践
昨
に
伴
う
も
の
で
、

新
右
大
臣
教
通
の
娘
（
歓
子
？
）
の
女
卸
代
の
方
に
主
眼
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
大
臣
」
に
も
一
応
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
次
の
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）
の
除

目
も
見
落
と
さ
れ
な
い
。

　
　
そ
の
又
の
年
、
（
師
実
は
）
内
大
臣
に
な
ら
せ
給
ぬ
。
殿
（
頼
通
）
、
太
政
大

　
　
臣
に
な
ら
せ
給
て
、
右
大
殿
（
教
通
）
左
に
、
内
大
殿
（
頼
宗
）
右
に
、

　
　
次
く
な
り
上
ら
せ
給
。
御
よ
ろ
こ
び
の
程
な
ど
、
い
み
じ
う
め
で
た
し
。

　
　
（
同
、
下
一
四
五
八
頁
）

　
こ
れ
は
師
実
の
結
婚
記
事
に
続
く
も
の
で
、
純
然
た
る
補
任
記
録
と
は
言
い
難

い
。
し
か
も
、
頼
通
の
任
太
政
大
臣
だ
け
は
翌
年
暮
の
こ
と
で
あ
っ
て
事
実
に
相

違
す
る
。
「
同
類
項
集
約
方
漉
」
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
官
が

重
視
さ
れ
た
結
果
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
と
に
か
く
こ
こ
で
四
大
臣
名
の
す
べ
て
が
判
明
す
る
の
で

あ
る
（
頼
通
・
教
通
・
頼
宗
一
師
実
）
。
次
に
右
大
臣
頼
宗
の
死
去
が
記
さ
れ
て
か

ら
（
董
二
七
「
け
ぷ
り
の
後
」
下
一
四
七
八
頁
）
、
康
平
八
年
（
一
〇
六
五
）
九
月

二
十
五
日
条
に
「
左
大
殿
重
右
の
大
殿
・
内
大
殿
」
（
同
、
四
八
○
頁
）
と
明
記
さ

れ
る
た
め
、
こ
れ
以
前
に
新
し
い
右
大
臣
が
誕
生
し
て
い
た
こ
と
が
確
定
す
る
。

続
い
て
「
源
大
納
言
殿
（
師
房
）
は
、
今
は
内
大
殿
と
聞
え
さ
す
」
（
同
）
と
説
明

さ
れ
る
の
で
（
教
通
の
左
大
臣
位
に
変
化
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
）
、
内
大
臣
で
あ

っ
た
師
実
が
右
大
臣
に
昇
進
し
て
い
た
こ
と
が
類
推
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
読
み
解
く
と
、
董
二
十
七
ま
で
の
大
臣
補
任
は
ほ
ぼ
作
品
内
に

完
備
さ
れ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
大
臣
の
交
替
の
き
わ
め
て
希
な
期
間
に
当
た
っ

た
偶
然
も
手
伝
っ
て
、
大
臣
位
の
変
遷
経
過
が
容
易
に
再
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
栄
花
物
語
』
続
編
は
、
巻
三
十
七
ま
で
と
巻
三
十
八
以
降
と
で
は

性
格
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
た
め
、
第
一
部
と
第
二
部
に
大
き
く
区
分
さ
れ
、
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

立
時
期
や
作
者
を
異
に
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
三
十
七
巻
と
第
三
十
八

巻
の
間
に
、
約
二
年
間
の
空
白
期
間
が
あ
る
事
実
も
、
こ
の
二
部
説
を
支
持
す
る
。

実
は
、
こ
の
空
白
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
六
件
の
大
臣
以
上
の
補
佳
記
録
が
欠
落

　
　
　
　
（
3
3
）

し
て
し
ま
う
。
続
編
の
形
状
は
「
大
臣
史
」
に
も
亀
裂
を
走
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　
巻
三
十
八
に
含
ま
れ
る
三
年
半
に
生
起
し
た
大
臣
異
動
は
、
関
白
教
通
の
太
政

大
臣
就
任
だ
け
で
あ
る
が
、
『
栄
花
物
語
』
に
は
記
載
さ
れ
な
い
。
一
方
、
巻
三
十

九
に
は
多
出
す
る
任
免
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
て
注
目
に
値
す
る
。

左
の
よ
う
に
大
臣
位
そ
の
も
の
に
多
大
な
関
心
が
示
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　
大
臣
に
な
り
給
べ
き
に
、
春
宮
大
夫
（
能
長
）
、
年
頃
故
大
夫
（
頼
宗
）
の
御

　
　
方
ざ
ま
に
て
も
、
な
る
べ
き
さ
ま
を
申
給
、
捨
て
難
く
い
と
を
し
く
、
内
（
白

　
　
河
帝
一
お
ぼ
し
め
し
た
り
。
民
部
卿
（
俊
家
）
あ
に
・
て
、
一
の
大
納
言
に

　
　
て
お
さ
れ
給
は
む
事
を
い
み
じ
う
歎
き
給
。
内
大
殿
（
信
長
）
は
太
政
大
臣

　
　
に
な
ら
せ
給
ぬ
。
民
部
卿
は
右
大
臣
に
、
春
宮
大
夫
は
内
大
臣
。
源
大
塑
言

　
　
（
顕
房
）
、
「
宮
達
の
御
面
伏
に
て
、
我
今
・
で
か
く
あ
る
事
」
と
い
み
じ
う

　
　
申
給
へ
ば
、
大
将
に
な
ら
せ
給
ぬ
。
さ
ま
く
＼
い
と
め
で
た
し
。
兄
の
大
納

　
　
言
一
源
俊
房
）
は
理
な
れ
ど
、
歎
か
し
く
い
か
“
は
お
ぼ
さ
れ
ざ
ら
ん
。
右

　
　
大
殿
（
俊
家
）
は
殿
・
御
心
は
頼
し
げ
な
ら
ね
ど
、
「
女
の
御
徳
に
恥
隠
し
給

　
　
へ
り
」
と
、
人
は
聞
え
け
り
。
（
巻
三
九
「
布
引
の
滝
」
下
一
五
三
一
頁
）

　
　
月
日
過
ぎ
て
夏
っ
方
大
臣
召
あ
る
に
、
右
大
将
殿
（
顕
房
）
例
の
宮
達
の
御
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こ
と
、
か
ご
と
に
お
ぼ
し
た
る
も
理
な
り
。
兄
の
大
塑
言
（
俊
房
）
の
、
さ

　
　
の
み
お
さ
れ
給
は
ん
も
い
と
を
し
く
、
世
を
も
恨
み
給
は
ず
宮
仕
を
勤
め
、

　
　
才
も
お
は
す
る
人
の
、
っ
と
世
に
仕
へ
給
は
ん
を
お
き
て
は
、
い
か
で
か
は

　
　
と
お
ぼ
し
め
す
。
左
大
将
殿
（
師
通
）
、
一
の
人
の
御
子
に
て
、
今
・
で
な
ら

　
　
せ
給
は
ぬ
だ
に
あ
り
。
春
宮
大
夫
（
実
季
）
、
内
（
自
河
帝
）
の
御
叔
父
に
て

　
　
の
ぞ
み
給
。
そ
れ
も
理
な
り
。
藤
大
塑
言
（
忠
家
）
、
一
の
大
塑
言
に
て
の
ぞ

　
　
み
給
。
さ
れ
ど
源
大
塑
言
二
人
（
俊
房
一
顕
房
）
、
左
右
の
大
臣
に
な
り
給
ぬ
。

　
　
殿
の
大
将
殿
（
師
通
）
、
内
大
臣
に
な
ら
せ
給
ぬ
。
廿
二
ば
か
り
に
や
お
は
し

　
　
ま
す
ら
ん
。
殿
一
師
実
一
は
十
八
に
て
こ
そ
な
ら
せ
給
し
か
。
所
く
の
大

　
　
饗
な
ど
い
と
め
で
た
し
。
（
同
、
五
三
二
頁
）

　
年
月
日
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
点
が
異
例
で
あ
る
が
、
大
臣
任
官
の
経
緯
が
綾

述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
藤
原
師
実
の
関
白
宣
下
の
事
情
が
述
べ
ら
れ

（
五
一
七
一
五
一
八
頁
）
、
源
師
房
の
栄
華
賛
美
の
一
環
と
し
て
太
政
大
臣
昇
進
が

特
記
さ
れ
る
（
五
二
二
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
大
臣
の
交
替
の
経
緯
が
入
念
に
捉
え
ら
れ
る
の
が
、
巻
三
十
九
「
布

引
の
滝
」
の
一
特
色
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
続
く
巻
四
十
「
紫

野
」
に
お
い
て
は
補
任
記
事
が
一
転
し
て
皆
無
と
な
る
。
「
摂
政
殿
」
と
い
う
呼
称

か
ら
関
白
師
実
が
摂
政
に
転
じ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
、
四
件
の
大
臣
級

の
任
免
記
事
が
省
喀
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
七
年
以
上
を
対
象
と
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
4
）

ら
極
端
に
短
い
こ
の
巻
の
特
殊
性
に
基
く
特
殊
な
現
象
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
続
編
全
体
に
お
い
て
、
大
臣
の
死
没
記
事
が
ほ
ぼ
完
備
さ
れ
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
5
）

日
付
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
が
多
い
点
に
も
着
目
し
て
お
き
た
い
。
右
大
臣
実

資
長
逝
の
哀
悼
に
始
ま
り
（
董
二
六
「
根
あ
は
せ
」
下
一
四
四
二
頁
）
、
右
大
臣
頼

宗
（
巻
三
七
「
け
ぷ
り
の
後
」
下
・
四
七
八
頁
）
一
前
関
白
頼
通
（
巻
三
九
「
布

引
の
滝
」
下
。
五
〇
九
頁
了
関
白
教
通
（
同
、
五
一
七
頁
了
右
大
臣
師
房
（
同
、

五
二
二
頁
）
黎
右
大
臣
俊
家
（
同
、
五
三
二
頁
）
・
内
大
臣
能
長
（
同
）
の
最
期

が
惜
し
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
頼
宗
・
頼
通
④
教
通
一
師
房
に
は
死
去
の
年
月
日
が

付
さ
れ
、
実
資
の
場
合
も
「
そ
の
年
の
春
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作

晶
の
重
要
事
件
で
あ
る
証
拠
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
栄
花
物
語
』
続
編
に
お
い
て
は
、
金
体
と
し
て
大
臣
補
任
記

録
が
簡
略
な
が
ら
ほ
ぼ
完
備
さ
れ
る
傾
向
が
兄
い
だ
せ
、
官
位
関
係
記
事
が
増
加

　
　
　
　
　
　
＾
3
6
）

す
る
統
編
の
性
格
に
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
『
今
鏡
』
に
優
る
年
代
記
式
記
録
性
が

注
目
さ
れ
る
。

五
　
『
今
鏡
』

の
「
大
臣
」

　
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」
の
系
図
式
構
成
方
法
を
踏
襲
す
る
『
今
鏡
』
列
伝
部
は
、

そ
の
系
図
内
に
属
す
る
人
物
を
網
羅
的
に
紹
介
で
き
る
特
性
を
も
っ
。
し
か
し
、

『
今
鏡
』
の
系
図
は
一
面
で
は
な
い
。
『
大
鏡
』
世
界
を
統
一
し
て
い
た
御
堂
関
白

遣
長
の
血
統
が
、
『
今
鏡
』
の
「
藤
波
」
上
一
中
・
下
三
巻
の
大
部
分
を
覆
い
尽
く

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
血
統
の
外
部
に
も
有
力
な
家
系
が
存
在
し
て
い
た
。
「
藤
波
」

下
巻
後
半
に
は
閑
院
流
藤
原
氏
の
系
統
が
収
め
ら
れ
、
さ
ら
に
「
村
上
の
源
氏
」

「
御
子
た
ち
」
の
二
巻
が
別
に
設
け
ら
れ
て
、
源
氏
諸
家
の
顕
官
に
も
焦
点
が
移
．

さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
『
今
鏡
』
が
対
象
と
す
る
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
頃
か
ら

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
ま
で
に
実
在
し
て
い
た
全
大
臣
三
十
五
人
の
う
ち
三
十

三
人
ま
で
が
正
規
の
構
成
要
素
に
加
え
ら
れ
る
（
「
大
臣
系
図
3
」
参
照
）
。
看
過

さ
れ
る
二
人
の
う
ち
の
一
人
藤
原
実
資
は
、
『
今
鏡
』
時
代
以
前
の
世
代
に
属
す
る

人
物
で
あ
り
、
大
臣
級
の
子
孫
を
も
た
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
え
て
記
載
さ
れ

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）

sokyu
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る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
も
う
一
人
の
平
清
盛
は
、
平
氏
政
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

注
視
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
傾
向
に
関
連
す
る
特
例
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
今

鏡
』
に
は
高
位
顕
職
の
す
べ
て
が
原
則
と
し
て
網
羅
で
き
る
構
成
方
法
が
採
用
さ

れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
網
羅
性
は
、
先
雛
と
な
っ
た
『
大
鏡
』

を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
◎

　
『
大
鏡
』
「
大
恒
列
伝
」
で
も
、
系
譜
（
系
図
）
に
従
っ
て
主
要
人
物
が
確
か
に

網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
冬
嗣
の
門
流
内
の
み
に
視
界
を
限
定

し
て
、
そ
の
範
囲
外
と
な
っ
た
源
能
有
一
兼
明
一
藤
原
良
世
・
恒
佐
・
定
方
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
8
）

有
力
大
臣
を
無
視
し
去
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
の
官
歴
の
価
値
や
貴
賎
の
程
度

は
一
切
顧
慮
さ
れ
ず
、
血
統
の
連
続
こ
そ
が
最
優
先
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
臣

や
公
卿
の
地
位
は
「
大
臣
列
伝
」
の
採
否
の
基
準
に
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
『
大

鏡
』
の
視
界
隈
定
は
、
遣
長
の
栄
華
と
い
う
焦
点
の
た
め
に
必
然
的
に
案
出
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
継
承
し
た
『
今
鏡
』
に
は
求
心
力
の
あ
る
「
焦

点
」
が
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
世
界
の
延
長
を
、
主
要
な
契
機
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
）

て
成
立
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
「
大
臣
列
伝
」
の
系
図
式
構
成
方
法
の
み
が
、
目

的
に
か
か
わ
ら
ず
に
受
け
継
が
れ
た
ξ
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
『
今
鏡
』
に
内
在
す
る
系
図
は
単
一
で
は
な
い
。
こ
こ
に
独
自
性
が
潜

む
。
冬
嗣
を
唯
一
の
原
点
と
す
る
一
っ
の
系
図
か
ら
成
る
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」

の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
『
今
鏡
』
の
列
伝
部
は
複
数
の
系
図
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
摂
関
職
や
藤
氏
長
者
を
独
占
す
る
、
遺
長
流
の
巨
大
系
図
の
ほ
か

に
、
次
の
よ
う
に
、
閑
院
流
藤
原
氏
一
村
上
源
氏
南
皇
室
の
三
つ
の
小
系
図
が
独

立
す
る
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
遣
長
の
叔
父
に
当
た
る
太
政
大
臣
公

季
に
始
ま
る
閑
院
流
の
系
譜
が
「
竹
の
よ
」
（
「
藤
波
の
下
第
六
」
の
中
ほ
ど
）

以
下
に
辿
ら
れ
る
。
こ
の
家
系
は
、
公
季
の
孫
公
成
か
ら
実
季
一
公
実
の
父
子
三

（忠　平）

藤
原
氏
北
家
忠
平
流

小
野
宮
流。

■
資
萎

荷
堂
流

□
　
　
（
遣
長
）

閑
院
流

□
　
　
　
□

－
∴
、
肖
一

教
通
－
信
長
□
↑
一
㍗
宗
能

　
　
　
　
家
－
□
伊
通

察
「
洲
長
一

［
讐
□
↑
詳
1
1
繍

岡
〕
凹
　
　
　
村
上
源
氏

図3　大臣系図（万寿二年～嘉応三年）

平
清
盛

〔
注
〕

は

『
今
鏡
』
列
伝
部
の
構
成
範
囲
を
示
す
。
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代
に
わ
た
っ
て
天
皇
の
外
戚
の
権
を
占
有
し
て
、
や
が
て
大
臣
を
輩
出
す
る
よ
う

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
遣
長
の
女
婿
師
房
を
起
源
と
す
る
源
氏
の
系
統

が
「
う
た
・
寝
」
（
「
村
上
の
源
氏
　
第
七
」
冒
頭
）
以
下
に
紹
介
さ
れ
る
。
摂
関

家
に
密
着
し
、
天
皇
の
外
家
と
も
な
っ
て
興
隆
し
た
家
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二

系
譜
の
起
点
に
当
た
る
章
節
は
、
次
の
よ
う
に
起
筆
さ
れ
る
。

　
　
　
帝
、
関
白
に
つ
ぎ
奉
り
て
は
、
御
母
方
の
君
た
ち
こ
そ
、
み
な
世
に
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

　
　
る
べ
き
人
に
て
は
お
は
す
め
れ
。
…
（
藤
波
の
下
第
六
「
竹
の
よ
」
二
五
六

　
　
一
二
五
七
頁
）

　
　
　
藤
波
の
御
流
れ
の
栄
え
給
ふ
の
み
に
あ
ら
ず
、
帝
二
の
人
の
離
れ
ぬ
方

　
　
に
は
、
近
く
は
源
氏
の
流
れ
こ
そ
、
よ
き
上
達
部
ど
も
に
て
お
は
す
め
れ
。

　
　
…
（
村
上
の
源
氏
第
七
「
う
た
・
寝
」
二
八
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
他
の
章
が
人
物
名
の
提
示
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
の
と
相
違
し
て
、
一
物
語
の

冒
頭
に
も
似
る
入
念
さ
で
あ
る
。
特
別
な
配
慮
の
も
と
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

と
推
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
が
常
に
意
識
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

い
る
点
も
留
意
さ
れ
る
。

　
独
立
し
た
小
系
図
の
第
三
は
、
皇
室
関
係
の
諾
流
の
も
の
で
あ
る
。
「
御
子
た
ち

第
八
」
の
中
が
五
章
に
分
け
ら
れ
て
、
小
一
条
院
の
孫
女
基
子
（
後
三
条
院
女
御
）

の
紹
介
に
始
ま
り
、
後
三
条
一
白
河
・
堀
河
一
烏
羽
一
崇
徳
・
後
白
河
二
一
条
の

各
帝
の
皇
胤
が
網
羅
的
に
列
挙
さ
れ
る
。
前
巻
ま
で
に
語
り
残
さ
れ
た
主
要
人
物

の
紹
介
の
意
味
を
も
つ
が
、
天
皇
家
の
系
譜
（
系
図
）
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
系
図
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
園
左
大
臣
源
有
仁

が
構
成
要
素
に
正
規
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
今
鏡
』
の
列
伝
部
分
に
は
、
遣
長
を
原
点
と
す
る
一
大
家
門

の
ほ
か
に
、
閑
院
流
藤
原
氏
一
村
上
源
氏
一
天
皇
家
の
三
家
系
が
内
在
す
る
。
こ

れ
は
『
今
鏡
』
著
作
の
真
因
に
か
か
わ
る
。
つ
ま
り
、
『
大
鏡
』
の
「
系
図
」
式
構

成
を
継
受
し
な
が
ら
も
、
複
数
の
独
立
し
た
家
系
を
対
象
と
し
た
た
め
に
、
作
品

統
一
の
た
め
の
焦
点
を
も
ち
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
文
芸
と
し
て

の
欠
陥
も
露
呈
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
ほ
ぼ
全
大
臣
を
対
象
と
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
統
一
性
に
代
わ
っ
て
網
羅
性
を
獲
得
し

た
と
も
言
え
る
、

　
こ
う
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
大
臣
を
系
譜
的
に
把
捉
し
、
最
終
官
職
に
よ
っ
て
呼

称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
今
鏡
』
の
本
文
か
ら
は
大
臣
任
免
の
事
実
が
か
な
り
の

程
度
ま
で
読
み
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
帝
紀
に
相
当
す
る
「
す
べ
ら
ぎ
」

上
・
中
。
下
の
三
巻
に
、
天
皇
と
親
近
す
る
摂
関
や
大
臣
が
、
記
録
一
逸
語
の
狭

間
に
し
ば
し
ば
姿
を
兄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
『
今
鏡
』
金
体
に
わ
た
っ
て
、
前
代
の

著
名
大
臣
た
ち
の
多
く
が
顔
を
兄
せ
る
。
「
大
臣
に
至
り
給
ふ
べ
き
人
な
り
」
（
村

上
源
氏
第
七
「
う
た
・
寝
」
二
八
六
頁
）
、
「
大
臣
に
な
り
給
は
ぬ
ぞ
く
ち
惜
し
く
」

（
同
「
夢
の
通
ひ
路
」
二
九
一
頁
）
な
ど
、
大
臣
へ
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
言
辞
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
系
図
式
構
成
方
法
と
網
羅
性
は
人
物
の
検
索
に

有
効
で
あ
る
。
『
今
鏡
』
は
用
い
方
に
よ
っ
て
は
当
時
の
「
大
臣
名
鑑
」
の
役
割
を

果
た
す
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
列
伝
部
が
編
年
的
秩
序
と
無
縁
に
構
成
さ
れ
る
た
め
に
、
大
臣
任
免

の
時
間
的
経
緯
を
作
晶
か
ら
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
関
白
教
通
は
、
内
大

臣
・
右
大
臣
・
左
大
臣
・
太
政
大
臣
の
す
べ
て
の
大
臣
位
を
経
験
し
た
人
物
で
あ

る
が
、
『
今
鏡
』
か
ら
は
関
自
と
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
こ
と
し
か
判
明
し
な
い
。
左

大
臣
ま
で
の
昇
進
経
過
は
す
べ
て
無
視
さ
れ
て
、
最
終
的
に
到
達
し
た
最
高
の
地

位
の
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
最
終
官
職
に
よ
っ
て
個
人
を
呼
称

す
る
た
め
、
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
へ
の
転
任
の
よ
う
な
細
か
い
推
移
は
表
出
さ
れ

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）



歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）

30

な
い
の
が
『
今
鏡
』
で
あ
る
。
こ
の
方
面
は
『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
な
編
年
史
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
3
）

文
献
に
よ
っ
て
補
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
今
鏡
』
に
も
日
付
表
現
を
伴
っ
て
、
昇
進
の
経
過
が
特
に
明
ら
か

に
さ
れ
る
公
卿
が
い
る
。
藤
原
頼
通
一
教
通
一
師
実
一
師
通
一
忠
実
一
忠
通
一
基

実
一
基
房
の
八
人
の
摂
関
職
経
験
者
で
あ
る
（
「
大
臣
補
任
年
表
（
万
寿
二
年
－
嘉

応
三
年
）
1
」
参
照
）
。
た
と
え
ば
、
師
実
は
、

　
　
承
保
二
年
九
月
、
内
覧
の
宣
旨
か
う
ぷ
ら
せ
給
ひ
て
、
十
月
三
日
、
氏
の
長

　
　
者
に
な
ら
せ
給
ふ
。
十
五
日
に
関
自
に
な
ら
せ
給
ひ
き
。
御
齢
冊
四
、
白
河

　
　
の
院
の
御
時
な
り
。
（
中
洛
）
承
暦
四
年
十
月
に
、
太
政
大
臣
の
上
に
列
な
り

　
　
給
ふ
べ
き
宣
旨
あ
り
き
。
堀
河
の
院
位
に
即
か
せ
給
ひ
し
日
、
摂
政
に
な
ら

　
　
せ
給
ひ
、
（
中
賂
）
寛
治
二
年
十
二
月
に
、
太
政
大
臣
に
な
り
給
ふ
。
同
じ
き

　
　
四
年
、
摂
政
の
御
名
か
は
り
て
、
関
自
と
申
し
・
か
ど
も
、
（
下
賂
）
（
藤
波

　
　
の
上
第
四
「
薄
花
桜
」
一
七
九
一
一
八
○
頁
）

と
か
な
り
詳
細
に
経
歴
が
追
跡
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
た
と
え
ば
、
左
大
臣
頼
長

は
、
逸
語
の
多
さ
と
歴
史
的
重
要
度
で
は
摂
関
に
劣
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昇
進
の
年
月
日
は
決
し
て
示
さ
れ
な
い
。
両
者
の
扱
わ
れ
方
は
隔
絶
す
る
。
摂
関

以
外
で
は
、
頼
宗
の
内
大
臣
一
右
大
臣
任
官
の
日
付
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
わ

ざ
わ
ざ
「
関
白
に
は
な
り
給
は
ざ
り
し
か
ど
も
」
と
断
ら
れ
る
頼
宗
の
特
殊
性
に

関
与
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
藤
波
の
下
第
六
「
絵
合
の
歌
」
）
。
ま
た
、
源
有
仁

の
昇
進
過
程
が
年
月
日
と
と
も
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
御
子
た
ち
第
八
「
花
の
あ

る
じ
」
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
異
例
な
昇
進
そ
の
も
の
に
主
題
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
基
本
的
に
は
、
官
歴
が
時
間
的
に
把
捉
さ
れ
る
摂
関
家
嫡
流
と
最

終
官
職
名
の
み
が
記
載
さ
れ
る
庶
家
庶
流
と
の
区
別
が
兄
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
例
外
も
僅
か
に
あ
る
が
、
以
上
の
事
例
は
、
『
今
鏡
』
の
系
図
的
構
成
が
厳
密
に

は
藤
原
氏
嫡
流
を
機
軸
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
摂
関
継
承
史
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
4
）

想
の
伏
流
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
最
終
官
職
名
に
よ
っ

て
、
一
般
の
「
大
臣
」
の
存
在
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
『
水
鏡
』
の
「
大
臣
」
は
皇
位
継
承
過
程
に
関
わ
っ
て
重
視
さ
れ
、
皇
位

に
依
拠
し
て
顕
在
化
す
る
。
『
大
鏡
』
に
は
、
系
図
状
の
構
成
の
中
心
に
「
太
政
大

臣
」
を
位
置
付
け
る
面
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
他
の
大
臣
も
特
立
す
る
。
こ
れ

は
天
皇
と
の
外
戚
関
係
締
結
を
権
勢
の
根
拠
と
兄
な
す
姿
勢
を
反
映
す
る
と
言
え

る
。
『
栄
花
物
語
』
（
正
編
一
続
編
）
が
編
年
史
の
中
に
大
臣
任
免
の
経
緯
の
ほ
と

ん
ど
を
明
ら
か
に
す
る
の
も
、
『
大
鏡
』
と
同
様
の
史
観
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

『
今
鏡
』
は
当
該
時
代
の
全
大
臣
を
網
羅
す
る
構
成
形
式
を
も
っ
点
で
特
異
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
も
皇
統
と
の
関
違
が
予
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
王
朝
的
歴
史
物
語
作
晶
に
あ
っ
て
は
、
「
大
臣
」
に
相
当
の
関
心
が
持

た
れ
て
い
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
王
朝
的
宮
廷
社
会
の
中
心
的
構
成
員
と
し
て

「
大
臣
」
は
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
皇
位
継
承
史
構
想
と
外
戚

史
観
を
も
ち
、
そ
の
両
者
の
紐
帯
と
し
て
「
大
臣
」
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
軽
視

で
き
な
い
。六

　
　
『
穴
代
勝
事
記
』

と
『
五
代
帝
王
物
語
』

　
い
わ
ゆ
る
古
代
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
に
な
る
と
、
宮
廷
社
会
は
縮
小
し
、
上

級
貴
族
階
層
は
没
落
に
向
か
う
。
そ
の
時
代
を
叙
述
の
対
象
と
す
る
歴
史
物
語
も

変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
古
代
的
権
勢
を
代
表
す
る
「
大
臣
」
も
、

そ
の
趨
勢
の
ま
ま
に
、
歴
史
物
語
類
の
中
で
の
存
在
感
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
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『
六
代
勝
事
記
』
も
例
外
で
は
な
い
。
「
安
元
の
比
（
高
倉
朝
）
よ
り
貞
応
の
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
妨
）

（
後
掘
河
朝
初
頭
）
に
い
た
る
ま
で
」
（
三
〇
八
頁
）
の
鎌
倉
時
代
初
期
を
対
象
と

す
る
こ
の
作
晶
に
お
い
て
は
、
大
臣
の
地
位
は
価
値
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
大
臣
が
完
全
に
姿
を
消
す
わ
け
で
は
な
い
。
平
清
盛
が
「
大
相
国
」

と
し
て
頻
繁
に
登
場
し
、
「
小
松
内
府
」
（
重
盛
）
・
「
内
大
臣
宗
盛
」
の
呼
称
も

用
い
ら
れ
、
武
家
平
氏
の
大
臣
経
験
者
は
看
過
さ
れ
な
い
。
右
大
臣
源
実
朝
の
存

在
も
重
視
さ
れ
る
。
源
義
朝
に
は
「
贈
内
府
」
と
注
記
さ
れ
る
。
「
左
大
臣
頼
長
」

「
内
大
臣
信
清
」
「
摂
政
太
政
大
臣
良
経
」
の
例
も
あ
る
。
天
皇
の
生
母
の
出
自
を
紹

介
す
る
割
注
の
中
に
は
「
贈
左
府
平
時
信
」
「
贈
左
府
藤
原
信
隆
」
「
内
府
通
親
」

「
贈
左
府
範
季
」
の
名
が
兄
え
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
が
『
六
代
勝
事
記
』
の
大
臣
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
な
の
で
あ
る
。

こ
の
対
象
期
間
に
実
在
し
た
三
十
三
人
に
比
し
て
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
し
か
も
、

い
ず
れ
も
付
随
的
な
記
載
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
物
の
行
動
や
性
格
が
記
事
の
中
心

に
な
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
清
盛
と
実
朝
に
は
相
当
の
紙
幅
が
与
え
ら
れ
る

が
、
大
臣
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
武
家
の
代
表
と
し
て
注
目
さ
れ
た
か
ら
に

違
い
な
い
。
そ
の
他
に
は
貴
族
の
摂
政
太
政
大
臣
九
条
良
経
が
脚
光
を
浴
び
る
。

そ
の
死
去
が
惜
し
ま
れ
る
有
様
が
詳
述
さ
れ
、
そ
の
生
涯
が
「
文
操
人
に
す
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
イ

理
政
民
を
な
で
、
（
諾
遣
に
）
浅
深
を
さ
ぐ
り
て
浮
沈
を
は
か
り
、
万
機
に
補
佐
し

て
親
疎
な
か
り
き
」
（
二
二
四
頁
）
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、

歌
才
や
人
格
が
哀
惜
さ
れ
る
の
み
で
、
摂
政
や
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
登
場

の
条
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
他
の
大
臣
の
有
様
が
一
切
描
か
れ
な
い
点
も
考
慮

に
入
れ
る
と
、
良
経
の
場
合
は
例
外
的
な
も
の
と
兄
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

一
4
6
一
◎

、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
7
）

　
結
局
、
『
六
代
勝
事
記
』
世
界
に
は
、
「
大
臣
」
が
占
め
る
座
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
そ
の
世
界
を
継
承
し
て
成
り
立
つ
『
五
代
帝
王
物
語
』
に
は
、
王
朝
的
宮

廷
社
会
と
と
も
に
「
大
臣
」
位
が
幾
分
復
権
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

　
『
五
代
帝
王
物
語
』
に
お
け
る
摂
政
一
関
白
の
意
義
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
。

そ
こ
に
は
、
皇
位
継
承
史
と
並
ん
で
摂
関
職
継
承
史
が
内
在
し
、
摂
関
の
地
位
は

天
皇
位
と
同
質
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
皇
位
継
承
の
過
程
と
摂
関
交
替
の
経
過
と

が
、
相
似
形
を
な
し
つ
つ
、
作
品
の
機
軸
を
形
成
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
し
か
し
、
摂
関
に
比
し
て
、
宮
廷
貴
族
の
最
高
官
「
大
臣
」
に
は
ほ
と
ん
ど
視

線
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
用
例
は
極
め
て
少
な
い
。
最

も
多
い
「
左
大
臣
」
に
し
て
も
、
類
型
的
な
登
場
が
目
立
っ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
　
関
白
を
ば
、
嫡
子
の
左
大
臣
徽
鰯
・
院
に
譲
て
、
（
三
二
六
頁
）

　
　
今
の
殿
の
舞
の
左
大
臣
灘
ポ
、
に
摂
政
譲
て
、
（
三
二
八
頁
）

　
　
関
白
は
御
譲
位
の
前
日
に
改
て
、
弟
の
左
大
臣
簾
撫
ポ
成
り
給
。
（
三
三
三
頁
）

　
　
摂
政
を
辞
て
、
弟
の
左
大
臣
麟
襟
に
譲
て
、
（
同
）

　
い
ず
れ
も
血
縁
者
に
摂
関
職
が
譲
渡
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
左
大

臣
」
は
摂
関
に
転
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
意
味
を
も
っ
地
位
で
あ
る
。
左
大
臣

で
あ
る
こ
と
が
摂
関
に
な
る
条
件
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
左
大
臣
自
体
に
は
決
し

て
力
点
が
置
か
れ
な
い
。
他
に
も
、
「
左
大
臣
（
良
実
）
関
自
に
成
給
」
（
三
三
二

頁
）
、
「
左
府
（
実
経
）
関
白
に
成
給
」
（
三
三
九
頁
）
、
「
又
関
白
改
り
て
、
左
大
臣

基
平
希
成
給
ふ
」
（
同
）
な
ど
、
同
様
の
例
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
左
大
臣
は
摂
関
交
替

記
事
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
宮
関
係
記
事
の
中
に
、
妻
后

が
「
三
条
太
政
大
臣
公
の
女
」
（
三
二
六
頁
）
。
「
前
右
大
臣
稽
女
」
（
三
三
二
頁
）

な
ど
の
形
で
紹
介
さ
れ
、
同
時
に
大
臣
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
少
な
く

な
い
が
、
大
臣
本
人
に
関
心
が
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
『
五
代
帝
王
物
語
』
中
に
も
、
大
臣
の
位
に
関
心
が
払
わ
れ
る
例
が
あ
る
。

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）



歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）

32

　
　
　
一
条
前
摂
政
実
経
公
左
大
臣
に
成
か
へ
り
給
て
、
出
つ
か
へ
給
き
。
珍
ら
し
き
事

　
　
に
て
ぞ
あ
り
し
。
拝
賀
の
時
も
太
政
大
臣
に
准
ぜ
ら
れ
け
る
と
か
や
。
右
大

　
　
臣
避
離
ギ
も
と
よ
り
一
の
人
（
一
の
上
）
に
て
お
は
し
ま
せ
ば
、
今
の
左
府
は
、

　
　
　
一
の
上
に
て
も
お
は
し
ま
さ
ず
。
甲
子
の
佼
議
の
時
も
、
は
し
の
座
に
は
右

　
　
府
着
給
た
り
し
か
ば
、
左
府
は
奥
座
に
着
給
た
り
き
。
（
三
三
八
二
三
二
九
頁
）

　
摂
政
経
験
者
が
左
大
臣
に
還
任
さ
れ
る
異
常
さ
と
そ
れ
に
伴
う
大
臣
の
序
列
問

題
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
異
常
性
ゆ
え
の
注
目
生
言

う
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
「
今
出
河
の
相
国
（
公
経
）
な
ど
世
を
ば
行
れ
け
る
」
（
三
二
六
頁
）
、
「
前

右
府
（
実
氏
）
（
中
略
）
に
仰
合
ら
れ
て
（
政
治
を
）
計
申
さ
れ
け
る
」
（
三
三
三

頁
）
な
ど
と
西
園
寺
一
門
の
権
勢
が
示
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
叙
述
は
き
わ
め
て
簡

喀
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
は
天
皇
や
関
白
と
の
姻
戚
関
飽
に
基
づ
く
権
力
で
・

官
制
上
の
大
臣
位
は
関
係
し
な
い
。

　
そ
の
他
、
断
片
的
に
「
三
条
太
政
大
臣
」
「
土
御
門
内
府
」
「
徳
大
寺
の
大
相
国
」

「
花
山
院
の
内
府
」
な
ど
と
、
個
人
の
称
呼
の
中
に
「
大
臣
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
『
五
代
帝
王
物
語
』
が
対
象
と
す
る
時
代
に
三
十
一
人
も

の
大
臣
が
誕
生
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
臣
へ
の
関
心
は
非
常
に
低
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
摂
関
職
が
天
皇
と
同
質
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
残
存
し
た
の
に

対
し
て
、
「
大
臣
」
は
あ
く
ま
で
も
王
朝
貴
族
で
有
り
続
け
、
そ
の
た
め
に
歴
史
物

語
の
世
界
か
ら
も
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

　
　
『
五
代
帝
王
物
語
』
に
あ
っ
て
は
、
時
代
が
流
れ
る
に
従
っ
て
摂
関
家
の
実
勢

が
漸
減
す
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
摂
関
職
の
存
在
感
も
消
滅
に
向
か
っ
て
い
る
さ

ま
が
如
実
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
大
臣
」
史
は
一
貫
し
て
無
視
さ
れ
る

に
等
し
い
。
こ
こ
に
『
五
代
帝
王
物
語
』
の
一
つ
の
主
張
が
う
か
が
え
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
◎

注
（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（
3
3
）

36 35 34
（
3
7
）

（
3
8
）

長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
に
太
政
大
臣
藤
原
公
季
が
死
去
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
編

年
史
を
形
成
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
公
季
が
存
命
で
な
い
こ
と
は
、
「
故
太
政
大
臣
殿

の
実
成
中
将
」
（
巻
三
一
「
殿
上
の
花
兄
」
下
二
二
四
七
頁
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

実
資
の
死
去
は
寛
徳
三
年
（
一
〇
四
六
）
正
月
十
八
日
、
教
通
・
頼
宗
の
補
任
は
永
承

二
年
（
一
〇
四
七
）
八
月
一
日
で
、
一
年
七
ヶ
月
も
の
間
隔
が
あ
る
。

高
橋
伸
幸
「
『
栄
花
物
語
』
の
方
法
」
（
『
国
語
国
文
』
三
九
巻
一
号
、
昭
和
四
五
年
一
月
。

河
北
騰
編
『
大
鏡
・
栄
花
物
語
』
〈
揃
掲
（
2
7
）
〉
に
再
録
）
。

松
村
専
司
「
栄
花
物
語
続
篇
の
研
究
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
（
文
学
）
』
五

号
、
昭
和
三
一
年
三
月
。
同
著
『
栄
花
物
語
の
研
究
』
〈
昭
和
三
一
年
、
刀
江
書
院
刊
◎

平
成
四
年
、
風
間
書
房
復
刊
〉
に
再
録
）
、
加
納
重
文
「
栄
花
物
語
続
編
の
成
立
に
関
す

る
試
論
」
（
『
古
代
文
化
』
二
七
巻
四
号
、
昭
和
五
〇
年
四
月
。
同
著
『
歴
史
物
語
の
思
想
』

〈
平
成
四
年
、
京
都
女
子
大
学
刊
〉
に
再
録
）
な
ど
。

関
自
職
の
頼
通
か
ら
教
通
へ
の
委
譲
、
教
通
の
太
政
大
臣
昇
任
な
ど
の
重
要
事
件
が
欠

落
す
る
こ
と
に
な
る
。

松
村
博
司
著
前
掲
書
（
3
2
）
な
ど
参
照
。

　
（
2
9
）
に
同
じ
。

加
納
重
文
「
栄
花
物
語
の
性
格
」
（
『
国
語
国
文
』
四
五
巻
二
一
号
、
昭
和
五
一
年
二
一

月
。
同
著
『
歴
史
物
語
の
思
想
』
〈
前
掲
（
3
2
）
〉
に
再
録
）
な
ど
。

板
橋
倫
行
「
解
説
」
（
同
校
註
『
今
鏡
』
日
本
古
典
全
書
、
昭
和
二
五
年
、
朝
日
新
聞
社

刊
）
、
多
賀
宗
隼
「
今
鏡
試
論
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
三
編
二
号
、
昭
和
四
九
年
二
月
。
同

著
『
論
集
中
世
文
化
史
上
　
公
家
武
家
篇
』
〈
昭
和
六
〇
年
、
法
蔵
館
刊
〉
に
再
録
）
な

ど
参
照
。

　
（
1
8
）
に
同
じ
。
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（
3
9
）

41 4043 4245 44
（
4
6
）

（
4
7
）

拙
稿
「
『
今
鏡
』
に
描
か
れ
る
藤
原
遣
長
の
栄
華
－
残
映
と
し
て
の
『
大
鏡
』
1
」
（
『
島

大
国
文
』
一
八
号
、
平
成
元
年
一
一
月
）
参
照
。

　
『
今
鏡
』
本
文
は
、
板
梼
倫
行
校
註
『
今
鏡
』
（
前
掲
〈
3
7
〉
）
に
よ
る
。

他
の
章
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
る
◎

　
関
白
前
の
太
政
大
臣
頼
通
の
大
臣
は
、
…
（
藤
波
の
上
第
四
「
梅
の
匂
ひ
」
ニ
ハ
一
頁
）

　
大
将
殿
の
ほ
か
の
君
た
ち
は
、
…
（
同
「
伏
兄
の
雪
の
あ
し
た
」
ニ
ハ
三
頁
）

　
宇
治
の
太
政
大
臣
の
御
娘
は
、
…
（
同
「
雲
の
か
へ
し
」
一
六
九
頁
）

こ
の
点
は
別
に
論
じ
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
続
編
に
は
、
教
通
が
内
大
臣
か
ら
右
大
臣
に
な
り
、
さ
ら
に
左
大
臣
に

転
ず
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
編
年
史
の
空
白
期
間
に
相
当
す
る
太
政
大
臣
就
任
が

記
さ
れ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
『
今
鏡
』
と
対
照
を
な
す
。

　
（
3
9
）
に
同
じ
。

　
『
六
代
勝
事
記
』
の
本
文
は
、
『
新
校
群
書
類
従
』
第
二
巻
（
昭
和
四
年
初
版
、
昭
和
五

三
年
覆
刻
版
、
名
著
普
及
会
刊
）
よ
り
引
用
し
、
（
）
内
に
語
句
を
適
宜
補
う
。

拙
稿
「
中
世
歴
史
物
語
と
摂
政
関
白
1
『
五
代
帝
王
物
語
』
と
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し

て
－
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』
六
号
、
平
成
九
年
三
月
）
参
照
。

な
お
、
拙
稿
「
歴
史
物
語
と
「
先
坊
」
1
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て

ー
」
（
『
島
大
国
文
』
二
五
号
、
平
成
九
年
二
月
）
に
お
い
て
、
『
六
代
勝
事
記
』
の
「
先

坊
」
に
っ
い
て
の
言
及
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
補
足
す
る
。

　
『
六
代
勝
事
記
』
に
は
仲
恭
帝
が
「
前
坊
」
と
呼
ば
れ
る
。
承
久
の
変
に
よ
っ
て
佐
渡

国
に
追
放
さ
れ
る
順
徳
院
が
「
御
母
修
明
門
院
、
中
富
（
立
子
）
、
一
晶
の
み
や
、
前
坊

な
ど
の
御
事
お
ぽ
し
め
し
を
く
に
、
涙
と
“
ま
ら
ず
」
（
三
二
一
頁
）
と
描
写
さ
れ
る
。

こ
の
「
前
坊
」
が
順
徳
院
皇
子
の
懐
成
親
王
（
伸
恭
帝
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
政

変
の
犠
牲
と
な
っ
て
僅
か
七
十
七
日
の
在
位
期
間
し
か
な
く
、
廃
位
後
、
十
年
以
上
も
存

命
し
な
が
ら
元
服
せ
ず
、
院
号
等
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
特
異
な
経
歴
を
見
る
と
、
遭

当
な
呼
称
が
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
「
半
帝
」
「
九
条
廃
帝
」
「
後
廃
帝
」
「
承
久
廃
帝
」

49 48
（
5
0
）

（
5
1
）

な
ど
の
呼
称
も
工
夫
さ
れ
る
が
、
事
件
直
後
に
成
立
し
た
『
六
代
勝
事
記
』
は
、
特
に
称

呼
に
窮
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
同
書
に
お
い
て
は
「
主
上

（
順
徳
）
位
を
太
子
に
ゆ
づ
り
給
ひ
ぬ
」
（
＝
二
七
頁
）
と
明
確
に
践
酢
を
記
録
し
な
が

ら
も
、
「
帝
」
と
認
め
な
い
の
は
異
例
で
あ
る
。
代
数
に
数
え
な
い
『
神
皇
正
統
記
』
も

「
廃
帝
」
と
呼
ん
で
「
帝
」
に
は
加
え
る
。
ま
た
、
『
六
代
勝
事
記
』
を
継
受
す
る
と
兄

ら
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
に
も
類
似
す
る
文
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
前
帝
」
と
記
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
六
代
勝
事
記
』
の
こ
の
箇
所
も
「
前
帝
」
の
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
（
高
橋

貞
一
「
六
代
勝
事
記
新
註
」
〈
『
高
橋
貞
一
国
文
学
論
集
』
昭
和
五
七
年
、
思
文
閣
出
版
刊
〉

参
照
）
。

前
掲
の
拙
稿
で
は
、
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
『
増
鏡
』
な
ど
の
「
先
坊
（
前
坊
）
」
が
、
「
天
折

し
た
東
宮
」
保
明
親
王
の
心
象
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
伸
恭
廃
帝
の
境
涯
は

そ
れ
に
合
致
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
六
代
勝
事
記
』
に
は
「
前
坊
」
が
登
場

す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
廃
帝
を
、
即
位
で
き
ず
に
夫
折
し
た
と
捉
え
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
先
行
の
歴
史
物
語
が
一
作
品
に
一
人
の
「
前
坊
」
を
有
す
る

伝
統
を
継
承
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
『
六
代
勝
事
記
』
の
記
述
は
単
な
る
誤
記
。

誤
認
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
合
。

前
掲
拙
稿
（
4
6
）
。

『
五
代
帝
王
物
語
』
の
本
文
は
、
『
新
校
群
書
類
従
』
第
二
巻
（
昭
和
四
年
初
版
、
昭
和

五
三
年
覆
刻
版
、
名
著
普
及
会
刊
）
よ
り
引
用
し
、
（
）
内
に
語
句
を
補
う
。

掲
出
し
た
公
経
と
実
氏
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
大
殿
（
九
条
遣
家
）
の
し
う
と
に
て
、

こ
れ
も
関
自
一
体
の
人
な
れ
ば
」
（
＝
＝
一
七
頁
）
、
「
主
上
の
御
し
う
と
に
て
」
（
三
三
三
頁
）

と
外
戚
関
係
が
権
勢
の
根
拠
と
さ
れ
る
。

　
（
4
6
）
に
同
じ
。

歴
史
物
語
の
「
大
臣
」

（
中
）
（
福
田
）
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夫臣補任年表（万寿2年～嘉応3年）2

天

年号　（西暦）皇
万寿2（1025）
　3（1026）

　4（1027）後
長元元（1028）
　2（1029）
　3（1030）
　4（1031）
　5（1032）
　6（1033）条
　7（1034）
　8（1035）
　9（1036）
長暦元（1037）

　2（1038）後
　3（1039）
長久元（1040）朱
　2（1041）
　3（1042）雀
　4（1043）
寛徳元（1044）

　2（1045）
永承元（1046）
　2（1047）
　3（1048）
　4（1049）
　5（1050）
　6（1051）後
　7（1052〉
天喜元（1053）

　2（1054）
　3（1055）

　4（1056）冷
　5（1057）
康平元（1058）

　2〈1059）
　3（1060）
　4（1061）泉
　5（1062）
　6（1063）
　7（1064）
治暦元（1065）

　2（1066）
　3（1067）
　4（1068）
延久元（1069）後
　2（1070）ご
　3（1071）秦
　4（1072）
　5（1073）
承保元（1074）
　2（1075）
　3（1076）
承暦元（1077）　白
　2（1078）
　3（1079）
　4（1080）
永保元（1081）
　2　（1082）　言可

　3（1083）
応徳元（1084）

　2（1085）
　3（1086）
寛治元（1087）

　2（1088）
　3（1089）
　　　　堀　4（1090）
　5（1091）
　6（1092）
　7（1093）
嘉保元（1094）

　　　　河　2（1095）
永長元（1096）
承徳元（1097）

撮関

政　白

師

実

頼

通

師

実

師
実

師

通

太左右内笑大大大
臣　臣　臣　臣

公

季

頼

通

実

　教

資

　通

教頼

通宗

頼

通　頼師
　教
　　宗実

通師源
　　堕
　実房

通　師

信

師

実

房

加

源

信

長

長俊　　師
顕

師
実

　　房
房　　通

　　　　天摂関太左右内　　　　　　　　　笑大大大
年号（西暦）皇政白臣臣臣臣
鰯呈1織；　　劇　　　蜘
　2（1100）堀
　3（1101）
　4（1102）
　5（1103）　　　　　　　　　忠
長治元（1104）　　　　　　　　　　俊

　2（1105）河雅嘉承元（1106）
　2（1107）
天仁元（1108）

　2（1109）実天永元（1110）
　　　　　　　　　　　　　実　2（1111）鳥忠
　3（1112）実永久元（1113）

　2（1114）房　3（1115）
　4（1116）

　5（1117）　　　　　　雅忠
元永元（1118）　羽
　2（1119）
保安元（1120）　　　　　　　　　　　　実　通
　2（1121）
　3（1122）
　4（1123）　　　　　　実
天治元（1124）　　　　　　　　　　忠

　2（1125）　　　　　　家源
大治元（1126）

　2（1127）崇　　　忠通　有
　3（1128）通　4（1129）　　　　　　忠仁
　5（1130）
天承元（1131）
長承元（1132）

　2（1133）　　　　　家有宗
　3（1134）
保延元（1135）　　　　　忠仁忠
　2（1136）
　　　　徳　3（1137）　　　　　　　　　ポ
　4（1138）

　5（1139）有　6（1140）　　　　　　　　　頼
永治元（1141）
康治元（1142）

　2（1143）

天養元（1144）仁久安元（1145）　近　　　　　　　　　　　　長
　2（1146）
　3（1147）
　4（1148）　　　　　　忠

　5（1149）通　6（1150）衛　　　　行源雅定
仁平元く1151）　　　　　頼雅

　2（1152）　実実　3（1153）実久寿元（1154）　　　　　　　　　　長　　　能

　2（1155）後　　　行　宗保元元（1156）　白　　　　　　　　　　　　伊通
　2　（1157）・　言可

　3（1158）　　　　宗伊基公
平治元（1159）　　　　輔通実教
永暦元（1160）

応保晋鵠　　伊基叢
長寛元く1163）　条　　　　　　通　実　実　能
　2（1164）
永万元（1165）
仁安元（1166）　六

　2（1167）条
　・（・…）高　　　経兼忠
嘉応元（1169）　　　　　　　　忠

　；脇倉　　宗実驚

歴
史
物．
語
の

大
臣
」

中

福
田

平清盛
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歴
史
物
語
の

大
臣

中

福
田

年号（西暦） 月．目 摂関。大臣補任記録 『今鏡』の状況

保安5年（1124） 7．　7 太政大臣源雅実　出家 △
大治3年く1128） 12．17 摂政左大臣藤原忠通　任太政大臣 △
大治4年（1129） 4．10 摂政太政大臣藤原忠通　辞太政大臣

7．　1＊ 摂政藤原忠通　転関白
天承元年（1131） 12．22 右大臣藤原家忠　転左大臣 △

同 内大臣源有仁　転右大臣
同 藤原宗忠　任内大臣

保延2年（1136） 5．14 左大臣藤原家忠　死去（5．12出家）
12．　9 右大臣源有仁　転左大臣 △

同 内大臣藤原宗忠　転右大臣 △
同 藤原頼長　任内大臣

保延4年（1138） 2．26 右大臣藤原宗忠　出家
永治元年（1141） 12．　7 関白藤原忠通　転摂政 ○
久安3年（1147） 2．13 左大臣源有仁死去（1．’30辞任，2．3出家） ○
久安5年（1149） 7．28 内大臣藤原頼長　任左大臣 △

同 藤原実行　任右大臣 △
同 源雅定　任内大臣

1O．25 摂政藤原忠通　任太政大臣 △
久安6年（1150） 3．13 摂政太政大臣藤原忠通　辞太政大臣

8．21 右大臣藤原実行　任太政大臣 △
同 内大臣源雅定　任右大臣 △
同 藤原実能　任内大臣 △

12．　9 摂政藤原忠通　転関白 ○
仁平4年（1154） 5．28 右大臣源雅定　出家 △
保元元年（1156） 7．11 左大臣藤原頼長死去． ○

9．13 内大臣藤原実能　転左大臣 △
同 藤原宗輔　任右犬臣
同 藤原伊通任内大臣

保元2年（1157） 7．15 左大臣藤原実能　出家（9．2死去）
8．　9 太政犬臣藤原実行　辞任

8．19 右大臣藤原宗輔　任太政大臣 △
同 内大臣藤原伊通　転左大臣
同 藤原基実　任右大臣 ○
同 藤原公教　任内大臣 △

保元3年（1158） 8．11 関白藤原忠通　辞職 ◎
同 右大臣藤原基実　為関白 ◎

永暦元年（1160） 7．　7 内大臣藤原公教　死去

7．20 太政大臣藤原宗輔　辞任

8．11 左大臣藤原伊通　任太政大臣 △
同 関白右大臣藤原基実　転左犬臣 ◎
同 藤原公能　任右大臣 △
同 藤原基房　任内大臣 ◎

永暦2年（1161） 8．11 右大臣藤原公能　死去
応保元年（〃） 9．13 内大臣藤原基房　転右大臣 ◎

同 藤原宗能　任内大臣 △
長寛2年（1164） 閏1α13 内大臣藤原宗能　辞任

閏10．17 関白左大臣藤原基実　辞左大臣
閨ユO．23 右大臣藤原基房　転左大臣

同 藤原経宗任右大臣
同 藤原兼実　任内大臣

長寛3年（1165） 2．15 太政大臣藤原伊通　死去（2．3辞任，2．11出家）
永万元年く〃） 6．25 関自藤原基実　転摂政 ◎ 日なし
永万2年（1166） 7．26 摂政藤原基実　死去 ◎

7．27 左大臣藤原基房　為摂政 ◎
11．　4 摂政左大臣藤原基房　辞左大臣
11．11 右大臣藤原経宗　転左大臣 △

同 内大臣藤原兼実　転右大臣 △
同 平済盛　任内大臣

仁安2年（1167） 2．11 内大臣平清盛　任太政大臣
同 藤原忠雅　任内大臣

5．17 太政大臣平清盛　辞任
仁安3年（1168） 8．10 内大臣藤原忠雅　任太政大臣 ○

同 源雅通　任内大臣 △
嘉応2年（1170） 6．　6 太政大臣藤原忠雅　辞任

12．14 摂政藤原基房　任太政犬臣
嘉応3年（1171） 4．20 摂政太政大臣藤原基房　辞太政大臣

〔注〕◎…年月日明記。○…年月日なし。△…呼称などから在任が類推できるもの。
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大臣補任年表（万寿2年～嘉応3年）1

年号（西暦） 月．日 摂関・大臣補任記録 『栄花物語』続篇の状況 『今鏡』の状況

万寿2年（1025） 太政大臣　藤原公季
関白左大臣　藤原頼通

一
‘ ○

右大臣　藤原実資
内大臣　藤原教通

・
一

長元2年（1029） 1O．17 太政大臣藤原公季　死去 △ （巻31〉

寛徳3年（1046） 1．18 右大臣藤原実資　死去（同日出家） ○ （巻36）春

永承2年（1047） 8．　1 内大臣藤原教通　転右大臣 ○
同 藤原頼宗　任内大臣 ○

ll；1音灘三読める
◎

康平3年（1060） 7．17 関白左大臣藤原頼通　辞左大臣 （巻36．37）

同 右大臣藤原教通　転左大臣 ○ （　〃　）
同 内大臣藤原頼宗　転右大臣 ○ （　〃　） ◎ 月日なし
同 藤原師実　任内大臣 ○ （　〃　）

康平4年（1061） 12．21 関白藤原頼通　任太政大臣 ○ （　〃　）前年の条 ○
康平5年（1062） 9．　2 関自太政大臣藤原頼通　辞太政大臣 （巻37）

康平8年（1065） 2．　3 右大臣藤原頼宗　死去（1．5出家） ◎ （〃）
6．　3 内大臣藤原師実　転右大臣 ○ （〃）
同 源師房　任内大臣 ○ （〃）

治暦4年（1068） 3．23 関白藤原頼通　辞職
4．16＊ 左大臣藤原教通為関白 △ ◎ 17日

延久元年（1069） 8．13 関白左大臣藤原教通　辞左大臣

8．22 右大臣藤原師実　転左大臣 △
同 内大臣源師房　転右大臣 △ △
同 藤原信長　任内大臣 △

延久2年（1070） 3．23 関白藤原教通　任太政大臣 ◎ 日なし
延久3年（1071） 8．10 関自太政大臣藤原教通　辞太政大臣 （巻38）

承保2年（1075） 9．25 関白藤原教通死去 ◎ （巻39）九月廿…⑤ ◎

10．15 左大臣藤原師実　為関白 ○ （〃） ◎
承保4年（1077） 2．17 右大臣源師房　死去（同日出家） ◎ （〃）
承暦4年（1080） 8．14 内大臣藤原信長　任太政大臣 ○ （〃） △

同 藤原俊家　任右大臣 ○ （〃） △
同 藤原能長　任内大臣 ○ （〃） △

永保2年（1082） 10．　2 右大臣藤原俊家　死去（同日出家） ○ （〃）

11．14 内大臣藤原能長　死去 ○ （〃）

12．19 源俊房　任右大臣 （〃） ○
永保3年（1083） 1．19 関白左犬臣藤原師実　辞左大臣 （〃）

1．26 右大臣源俊房　転左大臣 ○ （〃） △
同 源顕房　任右大臣 ○ （〃） ○

同 藤原師通　任内犬臣 ○ （〃） ◎
応徳3年（1086） 11．26 関白藤原師実　転摂政 △ （巻40） ○
寛治2年（1088） 11．20 太政大臣藤原信長　致仕 （〃）

12．14 摂政藤原師実　任太政大臣 （〃） ◎ 日なし

寛治3年（1089） 4．25 摂政太政大臣藤原師実　辞太政大臣 （〃）

寛治4年（1090） 12．20＊ 摂政藤原師実　転関白 （〃） ◎ 月日なし
寛治8年（1094） 3．　8＊ 関白藤原師実　辞職 ◎ 日なし

3．　9 内大臣藤原師通　為関白 ◎

9．　5 右大臣源顕房　死去
承徳3年（1099） 6．28 関自内大臣藤原師通　死去 ◎

康和2年（1100） 7．17 藤原忠実　任右大臣 ◎

同 源雅実　任内大臣 ○

長治2年（1105） 12．25 右大臣藤原忠実　為関白
嘉承2年（1107） 7．19 関自右大臣藤原忠実　転摂政
天永3年（1112） 11．18 摂政右大臣藤原忠実　辞右大臣

12．14 摂政藤原忠実　任太政大臣 ◎
天永4年（1113） 4．14 摂政太政大臣藤原忠実　辞太政大臣
永久元年（〃） 12．26 摂政藤原忠実　転関白
永久3年（1115） 4．28 内大臣雅実　任右大臣

同 藤原忠通　任内大臣
保安2年（1121） 1．22 関白藤原忠実　辞職

同 内大臣藤原忠通　内覧宣下

2．26 左大臣源俊房　出家（11．12死去）
3．　5 内大臣藤原忠通　為関白 ◎ 月日なし

保安3年（1122） 12．17 右大臣源雅実　任太政大臣 △

同 関白内大臣藤原忠通　任左大臣
同 藤原家忠任右大臣
同 源有仁　任内大臣

保安4年（1123） 1．28 関白左大臣藤原忠通　転摂政 ◎ 日なし
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